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外国人による河口慧海についての本は、












































関係を述べ、以下、 1.独立の探検僧、 2• 
境なき辺境、 3.伝統をもっ聖なる漂浪者、
4.詩を求める人と化身、 5.博物館と精
力、 6.実行する僧という章が並ぶ。
ペリーの本のように、慧海の旅に多くを
さかず、スベディ教授は慧海のコレクショ
ン（主として東北大学東洋＠日本美術史研
究室所蔵）、慧海がネパールのチャンドラ
＠シャムシェル大王（総理大臣）に提出し
た「覚書J をとりあげ、慧海の多面的な人
間像を描く。
また著者自身詩人、芸術評論家でもある
ことから、日本ではあまり評価されない慧
海の和歌について論じている。日本文化に
造形も深く、俳句や能についての著作もあ
る著者は、空海、良寛、芭蕉から、うじき
224 
つよし（NHKのドラマで河口慧海を演じ
た俳優）まで論じる日本文化論ともなって
いる。
今まで国際的にとりあげられ、論じられ
てきた慧海は、彼の『チベット旅行記』の
英訳本ThreeYears in Tibetによってであ
った（拙著 f河口慧海』 6章参照）。この
本によって、河口慧海の全人間像がネパー
ル人に、あるいは国際的によりよく理解さ
れるようになるのではないか。
ただ残念ながら文中とくに巻末の文献、
索引の日本語表記に誤りが多くみられる。
教授の日本語理解は無理としても、校正を
日本人の友人に見せて、チェックをされる
べきであった。教授夫妻の撮られたカラー
写真のほか、河口慧海コレクション（東北
大）のカラー写真＠モノクローム写真（許
可を得て r河口慧海請来チベット資料図
録』からの）が多く挿入されている。
